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(57)【要約】
【課題】本発明は画像信号の異常発生の時に生じるラッ
チアップ現象を防止する液晶表示装置の駆動装置に関す
る。
【解決手段】本発明のゲート駆動部は、一列に連結され
た複数のシフトレジスタを含み、各シフトレジスタは蓄
電器と、バッファートランジスタ及びプルダウントラン
ジスタを含む。プルダウントランジスタは、バッファー
トランジスタの入力端子に連結され、前段シフトレジス
タの出力によりバッファートランジスタがターンオンさ
れる場合、後段シフトレジスタの出力によりプルダウン
トランジスタがターンオンされて、前記第１電圧がバッ
ファートランジスタを通じて蓄電器に充電できないよう
にすることによりラッチアップ現象を防止する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチング素子を各々有する複数の画素を含む表示装置の駆動装置であって、
　一列に配列された複数のシフトレジスタを有するゲート駆動部を含み、
　前記各シフトレジスタは蓄電器の充電及び放電により定まる出力を送出し、
　前記蓄電器の充電が後段シフトレジスタの出力またはこれに同期する信号によって遮断
されたり、前記蓄電器の放電が前段シフトレジスタの出力またはこれに同期する信号によ
って遮断され、
　前記各シフトレジスタは、
　前記前段シフトレジスタの出力またはこれに同期する信号によって前記蓄電器に印加さ
れる第１電圧をスイッチングする第１スイッチング素子と、
　前記後段シフトレジスタの出力またはこれに同期する信号によって前記蓄電器に印加さ
れる第２電圧をスイッチングする第２スイッチング素子と、
　前記第１電圧または前記第２電圧のいずれか一つを遮断する電圧遮断部と、
を含み、
　前記電圧遮断部は、前記後段シフトレジスタの出力またはこれに同期する信号によって
前記第１スイッチング素子の制御端子の入力を前記第２電圧にプルダウンする、表示装置
の駆動装置。
【請求項２】
　前記電圧遮断部は、
　前記前段シフトレジスタの出力と前記第１スイッチング素子との間に連結されている抵
抗性素子と、
　前記抵抗性素子と前記第２電圧との間に連結され、前記後段シフトレジスタの出力また
はこれに同期する信号が入力される制御端子と、
を有する第３スイッチング素子を含む請求項１に記載の表示装置の駆動装置。
【請求項３】
　前記第１電圧はスイッチング素子のしきい電圧より大きく、前記第２電圧はスイッチン
グ素子のしきい電圧より小さい請求項１に記載の表示装置の駆動装置。
【請求項４】
　前記シフトレジスタは前記表示装置と同一な基板上に形成される請求項１に記載の表示
装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置の駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置やエレクトロルミネセンス（ＥＬ）表示装置等は、行列状に配列された複
数の画素を含む。各画素は画像信号を選択的に受け入れるスイッチング素子を含み、スイ
ッチング素子としてはＭＯＳ型トランジスタなど主に三端子素子が使用される。このよう
な表示装置は、スイッチング素子に連結された複数のゲート線と複数のデータ線を含む。
各ゲート線はスイッチング素子を各々ターンオンさせるゲートオン電圧を伝達し、各デー
タ線はターンオンされたスイッチング素子を通じて各画素に画像信号を伝達する。このよ
うな表示装置は、ゲート線にゲートオン電圧を印加するゲート駆動部とデータ線に画像信
号を印加するデータ駆動部及びこれらを制御する信号制御部を含む。
【０００３】
　ゲート駆動部は信号制御部からの垂直同期開始信号によりゲートオン電圧の出力を開始
し、一列に配列されたゲート線に順次にゲートオン電圧を印加する。このように順次にゲ
ートオン電圧を出力するために、従来のゲート駆動部はゲート線に各々連結される複数の
シフトレジスタを含む。第１のシフトレジスタは垂直同期開始信号とクロック信号に同期
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してゲートオン電圧の出力を開始し、第２のシフトレジスタからは前段シフトレジスタの
出力電圧とクロック信号に同期してゲートオン電圧の出力を開始する。各シフトレジスタ
のゲートオン電圧出力の終了は後段シフトレジスタの出力開始時点と密接な関係がある。
【０００４】
　さらに詳細には、従来のゲート駆動部の各シフトレジスタは入力方向のＳＲラッチと出
力方向のＡＮＤゲートを含む。ＳＲラッチは前段ゲート出力、すなわち前段シフトレジス
タの出力が入力されるセット入力端子と、後段ゲート出力、すなわち後段シフトレジスタ
の出力が入力されるリセット入力端子を有する。ＡＮＤゲートはＳＲラッチの出力とクロ
ック信号を二つの入力としてゲート信号を生成して出力する。
【０００５】
　セット端子に入力される前段ゲート出力とリセット端子に入力される後段ゲート出力が
全てＬｏｗ（“０”）である初期状態では、ＳＲラッチの出力もＬｏｗである。後段ゲー
ト出力がＬｏｗを維持する間、前段ゲート出力がＨｉｇｈ（“１”）に変われば、ＳＲラ
ッチの出力もＨｉｇｈに変わる。後段ゲート出力が継続してＬｏｗを維持する間、前段ゲ
ート出力が再びＬｏｗに変わってもＳＲラッチの出力は変化しない。前段ゲート出力がＬ
ｏｗを維持する間、後段ゲート出力がＨｉｇｈに変われば、ＳＲラッチの出力はＨｉｇｈ
からＬｏｗに変わる。結局、ＳＲラッチの出力は前段ゲート出力がＬｏｗからＨｉｇｈに
変わる時点から後段ゲート出力がＬｏｗからＨｉｇｈに変わる時点までＨｉｇｈを維持し
、そのとき以外はＬｏｗとなる。
【０００６】
　ＡＮＤゲートは、ＳＲラッチの出力とクロック信号の全てがＨｉｇｈの時のみにＨｉｇ
ｈのゲート出力を生成する。詳しくは、ゲート出力はＳＲラッチの出力がＨｉｇｈの間、
クロック信号がＬｏｗからＨｉｇｈに変わる時にＨｉｇｈとなり、クロック信号がＬｏｗ
になったりＳＲラッチの出力がＬｏｗになれば、Ｌｏｗに変わる。
【０００７】
　このような従来のゲート駆動部では言わばラッチアップ現象が生ずる。ＳＲラッチの出
力はセット入力とリセット入力が各々（０、０）、（１、０）、（０、１）である時はよ
く定義されているが、（１、１）である時は定義されていない。例えば、前段ゲート出力
と後段ゲート出力が二つともＨｉｇｈの時はシフトレジスタがうまく作動しない問題があ
る。
【０００８】
　特に、表示装置の特性上、表示装置には様々な画像モードが選択的に入力され、この画
像モードの画像信号フォーマットが異なれば、画像モードが変更する遷移期間の間にこの
ような現象が生ずることがある。
【０００９】
　例えば、有効データ区間を定義するデータイネーブルＤＥ信号の周期が短くなったり、
無効データ区間であるにもかかわらずデータイネーブル信号が有効データ区間であるかの
ように動作したり、それと逆の動作をする場合がある。前者の場合には、シフトレジスタ
のリセット時間が不十分だったり、後者の場合には垂直同期開始信号が多数発生すること
やその幅が長くなることがある。こうなると、二つ以上のシフトレジスタが同時にゲート
オン電圧を出力する。その結果、画面異常の発生やクロック信号を開閉するスイッチとゲ
ートオフ電圧を開閉するスイッチが同時にターンオンされて短絡される問題、そしてガラ
ス基板上に形成される信号線または電力線が過負荷で配線が切断される現象が現れる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明が目的とする技術的課題は、このようなラッチアップ現象が防止できる表示装置
の駆動装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】



(4) JP 2010-164982 A 2010.7.29

10

20

30

40

50

　このような技術的課題を解決するための本発明の特徴は、各々スイッチング素子を有す
る複数の画素を含む表示装置を駆動する装置である。本発明による表示装置の駆動装置は
、各々スイッチング素子を有する複数の画素を含み、一列に配列された複数のシフトレジ
スタを有するゲート駆動部を含む。前記各シフトレジスタは蓄電器の充電及び放電により
定まる出力を送出し、前記蓄電器の充電が後段シフトレジスタの出力またはこれに同期す
る信号によって遮断されたり、前記蓄電器の放電が前段シフトレジスタの出力またはこれ
に同期する信号によって遮断されることが好ましい。
【００１２】
　また、前記各シフトレジスタは前記前段シフトレジスタの出力またはこれに同期する信
号によって前記蓄電器に印加される第１電圧をスイッチングする第１スイッチング素子と
、前記後段シフトレジスタの出力またはこれに同期する信号によって前記蓄電器に印加さ
れる第２電圧をスイッチングする第２スイッチング素子、そして前記第１電圧または前記
第２電圧のいずれか一つを遮断する電圧遮断部を含むことが好ましい。
【００１３】
　前記電圧遮断部は、前記後段シフトレジスタの出力またはこれに同期する信号によって
前記第１スイッチング素子の制御端子の入力を前記第２電圧にプルダウンする。この時、
前記電圧遮断部は前記前段シフトレジスタの出力と前記第１スイッチング素子との間に連
結される抵抗性素子、そして前記抵抗性素子と前記第２電圧との間に連結され、前記後段
シフトレジスタの出力またはこれに同期する信号が入力される制御端子を有する第３スイ
ッチング素子を含む。
前記第１電圧はスイッチング素子のしきい電圧より大きく、前記第２電圧はスイッチング
素子のしきい電圧より小さいことが好ましい。また、前記シフトレジスタは前記表示装置
と同一な基板上に形成されることが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、後段ゲート出力または前段ゲート出力を利用してゲートオン電圧をプ
ルダウンしたり、バッファートランジスタまたは放電トランジスタを充分にターンオンさ
せないことにより、蓄電器で充電と放電が同時に起こる現象を防止できる。　
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施例による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施例による液晶表示装置の１画素の回路図である。
【図３】本発明の一実施例によるゲート駆動部のブロック図である。
【図４】本発明の一実施例によるゲート駆動部シフトレジスタ回路図である。
【図５】本発明の他の実施例によるゲート駆動部シフトレジスタ回路図である。
【図６】本発明の他の実施例によるゲート駆動部シフトレジスタ回路図である。
【図７ａ】本発明の一実施例によるゲート駆動部シフトレジスタのタイミング図である（
１）。
【図７ｂ】本発明の一実施例によるゲート駆動部シフトレジスタのタイミング図である（
２）。
【図８ａ】本発明の一実施例によるゲート駆動部の信号波形図である。
【図８ｂ】従来のゲート駆動部の信号波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　添付した図面を参照して本発明の実施例に対して本発明の属する技術分野における通常
の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。まず、本発明の実施例によ
る液晶表示装置に対して図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
　図１は本発明の一実施例による液晶表示装置のブロック図で、図２は本発明の一実施例
による液晶表示装置の１画素に対する等価回路図である。図１に示すように、本発明の一
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実施例による液晶表示装置は、液晶表示板組立体３００及びこれに連結されたゲート駆動
部４００、データ駆動部５００、データ駆動部５００に連結された階調電圧生成部８００
、そしてこれらを制御する信号制御部６００を含む。
【００１８】
　液晶表示板組立体３００は等価回路から見て、複数の表示信号線（Ｇ１－Ｇｎ、Ｄ１－
Ｄｍ）とこれに連結されて大略行列状に配列された複数の画素を含む。表示信号線（Ｇ１

－Ｇｎ、Ｄ１－Ｄｍ）はゲート信号（“走査信号”ともいう。）を伝達する複数のゲート
線（Ｇ１－Ｇｎ）とデータ信号を伝達するデータ信号線またはデータ線（Ｄ１－Ｄｍ）を
含む。ゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）は大略行方向に延びて互いにほぼ平行で、データ線（Ｄ１

－Ｄｍ）は大略列方向に延びて互いにほぼ平行である。
【００１９】
　各画素は、表示信号線（Ｇ１－Ｇｎ、Ｄ１－Ｄｍ）に連結されたスイッチング素子Ｑと
、これに連結された液晶蓄電器Ｃｌｃ及び維持蓄電器Ｃｓｔを含む。維持蓄電器Ｃｓｔは
必要によって省略できる。
【００２０】
　スイッチング素子Ｑは下部表示板１００に備えられた三端子素子として、その制御端子
及び入力端子は各々ゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）及びデータ線（Ｄ１－Ｄｍ）に連結され、出
力端子は液晶蓄電器Ｃｌｃ及び維持蓄電器Ｃｓｔに連結されている。
【００２１】
　液晶蓄電器Ｃｌｃは下部表示板１００の画素電極１９０と上部表示板２００の共通電極
２７０を二つの端子として、二つの電極１９０、２７０間の液晶層３は誘電体として機能
する。画素電極１９０はスイッチング素子Ｑに連結され、共通電極２７０は上部表示板２
００の前面に形成されて共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受ける。図２とは異なって、共通電極
２７０が下部表示板１００に備えられる場合もあるが、この場合は二つの電極１９０、２
７０が全て線形または棒形で形成される。
【００２２】
　維持蓄電器Ｃｓｔは下部表示板１００に備えられた別個の信号線（図示せず）と画素電
極１９０が重なって構成され、この別個の信号線には共通電圧Ｖｃｏｍ等の定められた電
圧が印加される。しかし、維持蓄電器Ｃｓｔは画素電極１９０が絶縁体を媒介としてすぐ
上に配置された前段ゲート線と重なって構成されることもできる。
【００２３】
　一方、色表示を実現するためには各画素が色相を表出できなければならないが、これは
画素電極１９０に対応する領域に赤色、緑色、または青色の色フィルター２３０を備える
ことにより可能となる。図２で、色フィルター２３０は上部表示板２００の該当領域に形
成されているが、下部表示板１００の画素電極１９０上のまたは下に形成されても良い。
【００２４】
　液晶分子は、画素電極１９０と共通電極２７０が生成する電場の変化によりその配列を
変える。そして、これによって液晶層３を通過する光の偏光が変化する。このような偏光
の変化は表示板１００、２００に付着された偏光子（図示せず）によって光の透過率変化
として現れる。
【００２５】
　階調電圧生成部８００は液晶表示装置の輝度に係わる複数の正極性（＋）、負極性（－
）の階調電圧（Ｖ＋、Ｖ－）を生成する。
【００２６】
　ゲート駆動部４００は液晶表示板組立体３００のゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）に連結され、
外部からのゲートオン電圧Ｖｏｎとゲートオフ電圧Ｖｏｆｆの組み合わせからなるゲート
信号をゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）に印加する。
【００２７】
　データ駆動部５００は階調電圧生成部８００からの階調電圧（Ｖ＋、Ｖ－）を選択して
データ信号として画素に印加する。
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【００２８】
　信号制御部６００はゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００などの動作を制御する
制御信号を生成し、各該当する制御信号をゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００に
提供する。
【００２９】
　以下、このような液晶表示装置の表示動作についてさらに詳細に説明する。
【００３０】
　信号制御部６００は外部のグラフィック制御機（図示せず）からＲＧＢ映像信号Ｒ、Ｇ
、Ｂ及びその表示を制御する入力制御信号、例えば垂直同期信号Ｖｓｙｎｃと水平同期信
号Ｈｓｙｎｃ、メインクロックＭＣＬＫ、データイネーブル信号ＤＥなどの提供を受ける
。信号制御部６００は入力制御信号に基づいて、ゲート制御信号ＣＯＮＴ１及びデータ制
御信号ＣＯＮＴ２などを生成し、映像信号Ｒ、Ｇ、Ｂを液晶表示板組立体３００の動作条
件に合わせて適合処理した後、ゲート制御信号ＣＯＮＴ１をゲート駆動部４００に送出し
、データ制御信号ＣＯＮＴ２及び処理した映像信号Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’はデータ駆動部５０
０に送出する。
【００３１】
　ゲート制御信号ＣＯＮＴ１はゲートオンパルス（ゲート信号のＨｉｇｈ区間）の出力開
始を指示する垂直同期開始信号ＳＴＶと、ゲートオンパルスの出力時期を制御するゲート
クロック信号ＣＰＶ及びゲートオンパルスの幅を限定する出力イネーブル信号ＯＥなどを
含む。
【００３２】
　データ制御信号ＣＯＮＴ２は映像データＲ’、Ｇ’、Ｂ’の入力開始を指示する水平同
期開始信号ＳＴＨとデータ線（Ｄ１－Ｄｍ）に当該データ電圧の印加を指示するロード信
号
ＬＯＡＤ、共通電圧Ｖｃｏｍに対するデータ電圧の極性（以下、“共通電圧に対するデー
タ電圧の極性”を単に“データ電圧の極性”と称する。）を反転させる反転信号ＲＶＳ及
びデータクロック信号ＨＣＬＫなどを含む。
【００３３】
　階調電圧生成部８００は、液晶表示装置の輝度に係わる複数の階調電圧を生成してデー
タ駆動部５００に印加する。
【００３４】
　データ駆動部５００は、信号制御部６００からのデータ制御信号ＣＯＮＴ２により一つ
の行の画素に対応する映像データＲ’、Ｇ’、Ｂ’を順次に受信する。そして、階調電圧
生成部８００からの階調電圧のうち各映像データＲ’、Ｇ’、Ｂ’に対応する階調電圧を
選択することによって映像データＲ’、Ｇ’、Ｂ’を該当データ電圧に変換する。
【００３５】
　ゲート駆動部４００は信号制御部６００からのゲート制御信号ＣＯＮＴ１によりゲート
オン電圧Ｖｏｎをゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）に印加し、このゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）に連結
されたスイッチング素子Ｑをターンオンさせる。
【００３６】
　一つのゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）にゲートオン電圧Ｖｏｎが印加され、これに連結された
一つの行のスイッチング素子Ｑがターンオンの間（この期間を“１Ｈ”または“１水平周
期”といい、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、データイネーブル信号ＤＥ、ゲートクロックＣＰ
Ｖの一周期と同一である。）、データ駆動部４００は各データ電圧を当該データ線（Ｄ１

－Ｄｍ）に供給する。データ線（Ｄ１－Ｄｍ）に供給されたデータ電圧はターンオンされ
たスイッチング素子Ｑを通じて該当画素に印加される。
【００３７】
　次は、ゲート駆動部の構造と動作について図３乃至図６を参照してさらに詳しく説明す
る。
【００３８】
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　図３は本発明の一実施例によるゲート駆動部のブロック図である。図３に示すように、
ゲート駆動部４００は一列に配列された複数のシフトレジスタ４１０を含み、シフトレジ
スタ４１０は画素のスイッチング素子と同一工程により形成され、同一な基板上に集積で
きる。
【００３９】
　各シフトレジスタ４１０は前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）と後段ゲート出力Ｇｏｕ
ｔ（Ｎ＋１）に基づき、クロック信号ＣＫ１、ＣＫ２に同期してゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ
）を生成する。隣接したシフトレジスタ４１０は互いに異なるクロック信号ＣＫ１、ＣＫ
２を受信するが、二つのクロック信号ＣＫ１、ＣＫ２は位相が逆であって２Ｈの周期を有
する。各クロック信号ＣＫ１、ＣＫ２は、画素のスイッチング素子Ｑを駆動することがで
きるように、Ｈｉｇｈの場合はゲートオン電圧Ｖｏｎで、Ｌｏｗの場合はゲートオフ電圧
Ｖｏｆｆである。スイッチング素子Ｑが非晶質シリコンＴＦＴであれば、ゲートオン電圧
Ｖｏｎの大きさは２０Ｖ以上で、ゲートオフ電圧Ｖｏｆｆの大きさは－１０Ｖ以下である
。
【００４０】
　図４は本発明の一実施例によるゲート駆動部のシフトレジスタの詳細回路図で、図５及
び図６は本発明の他の実施例によるゲート駆動部のシフトレジスタの詳細回路図である。
【００４１】
　図４乃至図６に示したシフトレジスタ４１０は、Ｎ番目のシフトレジスタで、前段ゲー
ト出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）、後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）、クロック信号ＣＫ１以
外にもゲートオン電圧Ｖｏｎ及びゲートオフ電圧Ｖｏｆｆが入力される。図４の場合、ゲ
ートオン電圧Ｖｏｎが抵抗Ｒを通じて入力され、図５の場合には、前段ゲート出力Ｇｏｕ
ｔ（Ｎ－１）が抵抗Ｒを通じて入力され、図６の場合には、後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ
＋１）が抵抗Ｒを通じて入力される。
【００４２】
　本実施例によるシフトレジスタ４１０は、複数のＮＭＯＳトランジスタＭ１－Ｍ７、Ｍ
ｘ、抵抗Ｒ及び蓄電器Ｃ１を含む。しかし、ＮＭＯＳトランジスタの代わりにＰＭＯＳト
ランジスタを使用することもできる。また、蓄電器Ｃ１及び抵抗Ｒは説明を容易にするた
めに等価回路で示したが、実際の蓄電器Ｃ１は、工程の時に形成されるゲートとドレーン
／ソースとの間の寄生容量であり得、抵抗Ｒはトランジスタのような能動型抵抗性素子で
あり得る。
【００４３】
　クロック信号ＣＫ１とゲートオフ電圧Ｖｏｆｆとの間には、第１及び第２駆動トランジ
スタＭ２、Ｍ３が直列に連結されている。蓄電器Ｃ１は、二つの駆動トランジスタＭ２、
Ｍ３間の接点と第１駆動トランジスタＭ２のゲートとの間に連結されている。第１駆動ト
ランジスタＭ２のゲートとゲートオン電圧Ｖｏｎとの間にはバッファートランジスタＭ１
が連結されており、バッファートランジスタＭ１のゲートは前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ
－１）に連結されている。ゲートオン電圧Ｖｏｎとゲートオフ電圧Ｖｏｆｆとの間には第
１及び第２インバータトランジスタＭ５、Ｍ６が直列に連結されている。第１インバータ
トランジスタＭ５のゲートはソースと連結され、第２インバータトランジスタＭ６のゲー
トはバッファートランジスタＭ１の出力端に連結されている。第２駆動トランジスタＭ３
のゲートは第１インバータトランジスタＭ５と第２インバータトランジスタＭ６との間の
接点に連結されている。ゲートオフ電圧ＶｏｆｆとバッファートランジスタＭ１の出力端
子との間には、放電トランジスタＭ４及びホールドトランジスタＭ７が並列に連結されて
おり、放電トランジスタＭ４のゲートは後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）に、ホールド
トランジスタＭ７のゲートは第２駆動トランジスタＭ３のゲートに連結されている。
【００４４】
　図４で、ゲートオン電圧Ｖｏｎとゲートオフ電圧Ｖｏｆｆとの間にプルダウントランジ
スタＭｘが連結され、プルダウントランジスタＭｘのゲートは後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（
Ｎ＋１）に連結されている。
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【００４５】
　図５で、前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）とゲートオフ電圧Ｖｏｆｆとの間にプルダ
ウントランジスタＭｘが連結され、プルダウントランジスタＭｘのゲートは後段ゲート出
力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）に連結されている。その他の構成は、図４と同様である。
【００４６】
　図６で、後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）とゲートオフ電圧Ｖｏｆｆとの間にプルダ
ウントランジスタＭｘが連結され、プルダウントランジスタＭｘのゲートは前段ゲート出
力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）に連結されている。また、前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）が抵
抗Ｒを通じて入力される。その他の構成は、図４と同様である。
【００４７】
　このようなゲート駆動部の動作について図７ａ及び図７ｂを参照して詳細に説明する。
図７は本発明の一実施例によるゲート駆動部シフトレジスタのタイミング図で、図７ａは
正常動作時のタイミング図で、図７ｂは異常動作時のタイミング図である。後段ゲート出
力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）が抵抗Ｒを通じて入力される。その他の構成は、図４と同様である
。
【００４８】
　まず、第１及び第２インバータトランジスタＭ５、Ｍ６の動作について簡単に説明して
から全体動作について説明する。図６に関しては別途説明する。
【００４９】
　図４及び図５を参照すれば、プルダウントランジスタＭｘがＯＦＦ状態であれば、第１
インバータトランジスタＭ５のゲートには常にゲートオン電圧Ｖｏｎが印加されるのでタ
ーンオン状態が維持される。この状態で、第１インバータトランジスタＭ５と第２インバ
ータトランジスタＭ６の接点電圧は、第２インバータトランジスタＭ６がＯＦＦ状態であ
れば、ゲートオン電圧Ｖｏｎとほぼ同一である。そして、第２インバータトランジスタＭ
６がＯＮ状態であれば、二つのトランジスタＭ５、Ｍ６のターンオン時の抵抗状態の抵抗
値により分圧された電圧値を有する。つまり、二つのトランジスタＭ５、Ｍ６のターンオ
ン時の抵抗値が同一であれば、ゲートオン電圧Ｖｏｎとゲートオフ電圧Ｖｏｆｆの中間程
の電圧値を有する。よって、ホールドトランジスタＭ７と第２駆動トランジスタＭ３は、
第２インバータトランジスタＭ６がＯＦＦであればターンオンされ、その反対であればタ
ーンオフされる。
【００５０】
　前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）と後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）が全てＬｏｗ
である初期状態では、バッファートランジスタＭ１はターンオフ状態である。また、バッ
ファートランジスタＭ１、プルダウントランジスタＭｘ及び第２インバータトランジスタ
Ｍ６はターンオフ状態である。一方、第２駆動トランジスタＭ３とホールドトランジスタ
Ｍ７はターンオン状態である。ホールドトランジスタＭ７がターンオンされれば、第１駆
動トランジスタＭ２のゲートにゲートオフ電圧Ｖｏｆｆが印加されて、第１駆動トランジ
スタＭ２はターンオフの状態となる。よって、ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）はＬｏｗ状態と
なる。
【００５１】
　後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）はＬｏｗ状態を維持し、前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（
Ｎ－１）がＨｉｇｈになれば、バッファートランジスタＭ１がターンオンされる。これに
より、第１駆動トランジスタＭ２と第２インバータトランジスタＭ６がターンオンされ、
第２駆動トランジスタＭ３及びホールドトランジスタＭ７はターンオフされる。従って、
クロック信号ＣＫ１が、ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）として出力される。クロック信号ＣＫ
１がＬｏｗであればゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）もＬｏｗである。よって、蓄電器Ｃ１に大
略ゲートオン電圧Ｖｏｎ程の電圧が印加されて、その分の電圧が充電される。このとき、
蓄電器Ｃ１は、ゲートオン電圧Ｖｏｎと“Ｌｏｗ”のクロック信号ＣＫ１とが両端に印加
されている。
【００５２】
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　後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）はＬｏｗ状態を維持し、前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（
Ｎ－１）が再びＬｏｗに変われば、蓄電器Ｃ１に充電された電圧のため第１駆動トランジ
スタＭ２は依然としてターンオン状態を維持する。ところが、クロック信号もＨｉｇｈに
変わるためゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）はＨｉｇｈ状態となる。そして、蓄電器Ｃ１に充電
された電圧を維持するためには、第１駆動トランジスタＭ２のゲートに印加される電圧は
さらに高い状態を維持する。例えば、蓄電器Ｃ１にＶｏｎの電圧が充電されている場合、
クロック信号ＣＫ１が“Ｈｉｇｈ”に変化することにより、第１駆動トランジスタＭ２の
ゲートに印加される電圧は、Ｖｏｎ＋Ｈｉｇｈとなる。これは、蓄電器Ｃ１に充電されて
いる電圧Ｖｏｎが維持されることにより、カップリングにより第１駆動トランジスタＭ２
のゲートに印加される電圧が上昇するためである。
【００５３】
　従って、第２インバータトランジスタＭ６がターンオンされ、これにより第２駆動トラ
ンジスタＭ３とホールドトランジスタＭ７はＯＦＦ状態をそのまま維持する。
【００５４】
　前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）はＬｏｗ状態を維持し、後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（
Ｎ＋１）がＨｉｇｈになれば放電トランジスタＭ４がターンオンされ、これにより第２イ
ンバータトランジスタＭ６がターンオフされ、第２駆動トランジスタＭ３とホールドトラ
ンジスタＭ７はターンオンされる。これにより、蓄電器Ｃ１の両端全部にゲートオフ電圧
Ｖｏｆｆが印加されるため、蓄電器Ｃ１に充電された電圧が放電されると同時に第１駆動
トランジスタＭ２がターンオフされ、ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）はＬｏｗとなる。
【００５５】
　一方、前述のように、各ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）は該当クロック信号の上昇面に同期
してＨｉｇｈとなる。ところが、図７ａのように現在シフトレジスタに入力されるクロッ
ク信号がＣＫ１であれば、前段及び後段シフトレジスタに入力されるクロック信号はＣＫ
１の反転信号であるＣＫ２であるので、前段及び後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）、Ｇ
ｏｕｔ（Ｎ＋１）はクロック信号ＣＫ２の上昇面に同期してＨｉｇｈとなる。結局、前段
及び後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）、Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）は、クロック信号ＣＫ１の
下降面に同期してＨｉｇｈになるわけである。各ゲート出力のＨｉｇｈ区間は１Ｈである
ので、結局前段、現在及び後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）、Ｇｏｕｔ（Ｎ）、Ｇｏｕ
ｔ（Ｎ＋１）は連続してＨｉｇｈ状態に変わる。
【００５６】
　前記の前段及び後段ゲート出力信号Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）、Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）の代わり
に、これに各々同期する別の信号が入力されても良い。
【００５７】
　一方、図７ｂに示すように、ある理由で垂直同期開始信号ＳＴＶまたは前段ゲート出力
Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）のＨｉｇｈ区間が長くなって２Ｈを越えるとする。よって、Ｇｏｕｔ
（Ｎ＋１）がＨｉｇｈになった後、前段ゲート出力Ｇｏｕｔが（Ｎ－１）Ｌｏｗになると
する。後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）がＬｏｗを維持する間は、バッファートランジ
スタＭ１は引続きターンオン状態を維持する。従って、ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）はクロ
ック信号ＣＫ１と同一状態になるので、１Ｈが経過してクロック信号ＣＫ１がＨｉｇｈに
変わればゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）もＨｉｇｈ状態となる。２Ｈが経過してクロック信号
ＣＫ１がＬｏｗになれば蓄電器Ｃ１は再び充電動作を開始する。同時に、後段ゲート出力
Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）がＨｉｇｈとなる。後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）がＨｉｇｈで
あるため、プルダウントランジスタＭｘはターンオン状態となる。
【００５８】
　図４に示した実施例の場合、前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）が依然としてＨｉｇｈ
状態であるときに、後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）がＨｉｇｈになり、クロック信号
ＣＫ１がＬｏｗになった時、、バッファートランジスタＭ１はターンオンされた状態を維
持する。このとき、プルダウントランジスタＭｘが設けられていないと、Ｎ１ノードはＶ
ｏｎに維持され、第１駆動トランジスタＭ２のゲートにＶｏｎが印加され続ける。よって
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、蓄電器Ｃ１は、クロック信号ＣＫ１がＬｏｗに変化するにもかかわらず充電動作を継続
しようとする。しかし、プルダウントランジスタＭｘのターンオンによりゲートオン電圧
Ｖｏｎの入力側の接点Ｎ１にゲートオフ電圧Ｖｏｆｆが印加される。このとき、クロック
信号ＣＫ１がＬｏｗであるため、、蓄電器Ｃ１の両端にかかる電圧が同一になり電圧差が
無くなる。これにより、蓄電器Ｃ１は充電動作を中止し、ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）はＬ
ｏｗとなる。以上より、クロック信号のＬｏｗへの変化に伴い、充電器Ｃ１の状態も充電
から放電へと変化する。つまり、バッファートランジスタＭ１、プルダウントランジスタ
Ｍｘ及び放電トランジスタＭ４がＯＮするため、充電器Ｃ１における充電が阻止されて放
電がなされる。
【００５９】
　図５に示した実施例の場合、プルダウントランジスタＭｘのターンオンによりバッファ
ートランジスタＭ１のゲートにゲートオフ電圧Ｖｏｆｆがかかる。これにより、バッファ
ートランジスタＭ１がターンオフされ、ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）もＬｏｗとなる。
【００６０】
　結局、プルダウントランジスタＭｘは、後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）がＨｉｇｈ
になれば、蓄電器Ｃ１に供給されるゲートオン電圧Ｖｏｎを遮断することによってこれ以
上の充電を防止する。そして、第２駆動トランジスタＭ２をターンオフさせてクロック信
号ＣＫ１の出力を防止すると同時にゲートオフ電圧Ｖｏｆｆを出力させる役割をする。そ
のため、映像信号の異常発生により前段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ－１）と後段ゲート出力
Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）が同時にＨｉｇｈになる場合でも、プルダウントランジスタＭｘを配
置して、蓄電器Ｃ１で充電と放電が同時に起こる現象を防止し、ラッチアップを防止する
ことができる。
【００６１】
　ここで、蓄電器Ｃ１に供給されるゲートオン電圧Ｖｏｎの遮断は、図４のようにゲート
オン電圧Ｖｏｎの代わりにゲートオフ電圧ＶｏｆｆをバッファートランジスタＭ１に供給
したり、図５のようにゲートオン電圧Ｖｏｎを伝達するスイッチング素子であるバッファ
ートランジスタＭ１をターンオフさせる方法で実施される。
【００６２】
　前記説明では、トランジスタがターンオン状態で抵抗を有しないものと記載したが、印
加される電圧に応じてモストランジスタは抵抗としての役割もすることを考慮しなければ
ならない。
【００６３】
　プルダウントランジスタＭｘのターンオン時の抵抗Ｒｘを考慮すれば、接点Ｎ１、Ｎ２
の電圧は抵抗Ｒと抵抗Ｒｘの比により決定されるため、抵抗Ｒの大きさを抵抗Ｒｘの大き
さより極めて大きくして、接点Ｎ１、Ｎ２にかかる電圧がゲートオフ電圧Ｖｏｆｆに近似
するようにすることが好ましい。
【００６４】
　しかし、抵抗ＲはプルダウントランジスタＭｘがターンオフされている状態では、殆ど
電圧降下なしにゲートオン電圧Ｖｏｎを伝達しなければならないので、一般的な抵抗素子
でなくトランジスタのような能動素子であることが好ましい。
【００６５】
　また、図５に示した実施例の場合、プルダウントランジスタＭｘがターンオンされれば
、バッファートランジスタＭ１は完全にターンオフされるのではなく接点Ｎ２の電圧によ
りプルダウン状態になると言える。この場合、蓄電器Ｃ１にかかる電圧Ｖ（Ｃ１）は、次
の式（１）により決定される。
【００６６】
　Ｖ（Ｃ１）＝Ｒｏｎ／（Ｒｏｎ＋Ｒｄｏｗｍ）×Ｖｏｎ　　　…（１）
　ここで、Ｒｏｎは放電トランジスタＭ４のターンオン時の抵抗値で、Ｒｄｏｗｍはバッ
ファートランジスタＭ１のプルダウン時の電圧である。この電圧は、次式（２）に示すよ
うにインバータトランジスタＭ６のしきい電圧Ｖｔｈより小さく、第２駆動トランジスタ
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Ｍ３がターンオン状態になることによりゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ）はＬｏｗにならなけれ
ばならない。つまり、インバータトランジスタＭ６がターンオンされて第２駆動トランジ
スタＭ３がターンオフされないようにしなければならない。
【００６７】
　Ｒｏｎ／（Ｒｏｎ＋Ｒｄｏｗｍ）×Ｖｏｎ＜Ｖｔｈ　　　…（２）
　従って、前記式（２）のように抵抗Ｒの大きさを決定する。この場合にも、接点Ｎ２の
電位ができるだけゲートオフ電圧Ｖｏｆｆに近似するように、抵抗Ｒ値をプルダウントラ
ンジスタＭｘの内部抵抗Ｒｘ値より極めて大きくすることが好ましい。
【００６８】
　次に、図６を参照して本発明の他の実施例について説明する。
【００６９】
　図示したように、プルダウントランジスタＭｘは後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）と
ゲートオフ電圧Ｖｏｆｆとの間に連結されており、その制御端子は前段ゲート出力Ｇｏｕ
ｔ（Ｎ－１）に連結されている。
【００７０】
　図４及び図５に示した実施例では、バッファートランジスタＭ１の入力端子と制御端子
に各々連結されるプルダウントランジスタＭｘを連結し、蓄電器Ｃ１に供給されるゲート
オン電圧Ｖｏｎを遮断することにより充電を防止する。これとは異なって、図６に示した
実施例では、放電トランジスタＭ４の制御端子にプルダウントランジスタＭｘを連結し、
蓄電器Ｃ１に供給されるゲートオフ電圧Ｖｏｆｆを遮断することによって蓄電器Ｃ１の放
電を防止するものである。
【００７１】
　バッファートランジスタＭ１と放電トランジスタＭ４以外のトランジスタに対する動作
の説明は前述した内容と同様であるため省略する。
【００７２】
　以下、二つのトランジスタの動作を中心に説明する。
【００７３】
　前述のように、後段ゲート出力Ｇｏｕｔ（Ｎ＋１）がＨｉｇｈの場合、放電トランジス
タＭ４はターンオン状態であるので蓄電器Ｃ１が放電される。この時、前段ゲート出力Ｇ
ｏｕｔ（Ｎ－１）がＨｉｇｈになればプルダウントランジスタＭｘがターンオンされ、こ
れにより放電トランジスタＭ４の入力端子Ｎ３の電圧はゲートオフ電圧Ｖｏｆｆにプルダ
ウンされて、放電トランジスタＭ４がターンオフされる。
【００７４】
　これと共に、バッファートランジスタＭ１の制御端子にもＨｉｇｈ電圧が入力されて、
バッファートランジスタＭ１がターンオンされる。これにより蓄電器Ｃ１にゲートオン電
圧Ｖｏｎが印加され充電を開始する。つまり、バッファートランジスタＭ１がＯＮし、プ
ルダウントランジスタＭｘがＯＮし、放電トランジスタＭ４がＯＦＦするため、充電器Ｃ
１における放電が阻止されて充電がなされる。
【００７５】
　抵抗Ｒの値は、図４及び図５に示した実施例と同様に、プルダウントランジスタターン
オンの時の抵抗Ｒｘを考慮して、接点Ｎ３にかかる電圧がゲートオフ電圧Ｖｏｆｆに近似
するように、抵抗Ｒの値を抵抗Ｒｘより極めて大きくすることが好ましい。
【００７６】
　図８ａは本発明の一つの実施例によるゲート駆動部の信号波形図で、図８ｂは従来のゲ
ート駆動部の信号波形図である。図８には、垂直同期開始信号のＨｉｇｈ区間が２Ｈより
大きい場合における、４種類のゲート出力（Ｖ（ＯＵＴ２）、Ｖ（ＯＵＴ３）、Ｖ（Ｕ７
９５：３）、Ｖ（Ｒ３６８：２））の信号波形が示されている。
【００７７】
　図８ａ及び８ｂに示すように、垂直同期開始信号のＨｉｇｈ区間が２Ｈより大きい場合
、従来のゲート駆動部では信号が重複する等の異常信号が生成されるが、本発明の一実施
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例によるゲート駆動部においては、前記のような問題がなく正常なゲート出力が生成され
ることが分かる。
【００７８】
　このような方式により、映像信号の異常発生により前段ゲート出力と後段ゲート出力が
同時にＨｉｇｈになる場合でも、プルダウントランジスタＭｘを配置して、蓄電器Ｃ１で
充電と放電が同時に起こる現象を防止することができる。
【００７９】
　以上、本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに
限定されず、請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な変形
及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。例えば、能動行列状の駆動方法を
採択する場合は、有機電界発光表示装置のような平板表示装置にも適用することができる
。
【符号の説明】
【００８０】
　　３　　液晶層
１００、２００　　表示板
１９０　　画素電極
２３０　　色フィルター
２７０　　共通電極
３００　　液晶表示板組立体
４００　　ゲート駆動部
４１０　　シフトレジスタ
５００　　データ駆動部
６００　　信号制御部
８００　　階調電圧生成部
【図１】 【図２】
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